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はじめに 

本研究は、海外の視点を活かして、日本の伝統工芸を

海外へアピールすることを、メディアデザイン研究の立

場で様々に探求するものである。 

改めて、日本の伝統的工芸品産業の生産額等推移［図

1］を見ると従事者数や企業数は、昭和４９年からほぼ右

肩下がりで減少し続けている。昭和５５年から平成２１

年までに国の指定品目が約２倍に増えているにも関わら

ず、生産額は、５０００億円以上あったものが、１００

０億円と５分の一に減少しているのが実態だ。 

本研究は、減少し続けている日本の伝統工芸の保存・

継承に対し、海外に活路を見出すことに活性化の可能性

があると仮定し、海外へのアピールを、デザインの視点

から導き出す取り組みである。伝統工芸には秘められた

可能性が、まだまだあるに違いないと確信するからだ。 

昨年から取り組んできた、三重県の伝統工芸を事例と

してアーカイブ構築している「三重かさねプロジェクト」

の新しい成果を、国や三重県の政策もふまえ紹介する。

研究のために訪問してきた工芸師は３０件を超え、衰退

している工芸の現場を実際に体験していくなかで、問題 

意識がより強くなった。しかしその一方で、伝統工芸の

中にある可能性は工芸界だけにとどまらず、日本文化・

産業全体の活性化につながることが期待できる。それほ

どの才能とパワーを持つ人々との出会いがあった。この

魅力を少しでも多くの人々にアピールして、工芸の保

存・継承に役立てたい。 

1．経済産業省の取り組み 

1.1．昨年との比較 

経済産業省が取り組んでいる「クールジャパン」施策

について、平成２５年と平成２６年で大きな違いがある

か確認した。クールジャパンのねらいと、クールジャパ

ン戦略における「戦略的海外展開の基本方針」は変わっ

ていない。海外展開方針の大きな３つの要素である、「１．

日本ブーム創出」、「２．現地で稼ぐ」、「３．日本で消費」

の内、「１．日本ブーム創出」に海賊版対策の強化が追加

され、「２．現地で稼ぐ」には日本公庫による資金供給が

追加された。 

筆者が経済産業省に聞き取り調査したところ、この日

本公庫による資金供給が追加された理由は、海外展開に

おける中小企業の救済ということで、前年度までは海外

のショッピングモール進出や物流の拠点となる大規模企

業向けの投資であったのに対し、今回の追加は規模の小

さな事業にも使いやすくするための配慮だということで

ある。 

平成２５年の１１月に（株）海外需要開拓支援機構（ク

ールジャパン機構）が、我が国の企業が抱える「資金不

足」「拠点不足」「戦略不足」の解消の為に設立されてい

る。クールジャパン機構の対応策として、「民間投資の呼

び水として国からのリスクマネーを供給、海外における

ビジネスモデルの構築や海外展開を実行出来る人材育成
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に寄与」［注１］としている。 

これらの施策が長期に継続され、小規模経営の伝統工

芸の事業者にとっての様々な助けとなることを期待する。 

1.2．伝統工芸に関する動きの傾向 

経済産業省では、「JAPANブランドプロデュース支援事

業」として、日本の各地にある「世界に通用する可能性

がある商材を有する中小企業」に対する援助を行ってい

る。事業概要によると、「日本の各地には世界に通用する

可能性がある商材を有する中小企業があるものの、中小

企業が単独で海外販路を開拓するには様々なハードルが

あります。そこで、海外のニーズやライフスタイル等を

熟知する「プロデューサー」と中小企業がチームを組ん

で海外需要獲得を目指すプロジェクトを支援することで、

中小企業の海外販路の拡大等を後押しすることとしまし

た。」［注２］とある。この事業は、公募・採択されたプ

ロジェクトについては、プロデュースにかかる経費の一

部であるプロデューサーの謝金・旅費等を支援するとと

もに、販路開拓や情報発信などをサポートする事業であ

る。 

その他に、海外展開として、クールジャパン・ワール

ド・トライアル事業を実行している。海外の重点市場・

成長市場である６カ国、アメリカ・インド・インドネシ

ア・イタリア・フランス・ベトナムにおいて、日本企業

の製品・サービスを映像やプレゼンテーション等を通じ

て現地企業等に対して説明し、各国の需要等を把握する

ことによってクールジャパンの芽の発掘・連携を促進す

る事業である。 

平成２５年８月２３日～２４日まで、アメリカ合州国

で開催の、ジャパン・エキスポ U.S.A.の会場内に、面積

最大となる３６０㎡の「WABI SABI」コーナーを設置し

た［図２］。米国での評価は高く、今後のビジネスチャン

スは十分に手応えを感じたと報告している。 

2．三重県の現状その後 

伝統工芸は、三重県では雇用経済部の地域資源活用課

が管轄している。その部署が設けていた、伝統工芸など

の海外進出向け補助金が平成２４と２５年では無くなっ

た。理由は、他の部署にも海外支援の補助金があるから

ということであった。県が制作する国際化の基本方針で

は、「三重の地域資源である食に関わる産品、伝統的工芸

品を積極的に海外市場に売り込んでいく。具体的には、

特に海外の富裕層ニーズの目線に立ち、有名シェフを取

り込んだ「食」のコンテンツ開発、クリエーター等との

連携による伝統的工芸品の高付加価値化を支援し、メイ

ド・イン・三重ブランドの海外への売り込みを促進する」

［注４］とある。残念ながら、海外進出向け補助金の省

略は海外に積極に売り込む姿勢に反すると感じられる。 

海外進出向け補助金に代わり、新商品開発・後継者育

成、若手グループの出展向け補助金が本年度にできた。

その他三重県が力を入れたのは、「平成２６年度デザイナ

ーとの連携による売れる商品づくり支援事業」である。

若手育成を意識したもので、平成２５年度に筆者が参加

した説明会では、デザイナーやクリエーターと企業のマ

ッチングを行う事業である。プロデューサーがアドバイ

ザーとして加わりチーム連携で新商品の開発を行う。こ

の支援事業では、プロデューサーへの報酬を県が支援し、

デザイナー・クリエーターは無償協力である。企業もプ

ロトタイプまでの試作経費を自社負担する内容であった。

商品化されれば、企業やデザイナーに利益が生じる場合

もあるが、あくまでも若手育成の要素が強く、経験豊富

なプロデューサーの指導を受ける機会を得ることが出来

るというメリットを強調していた。三重県は、デザイン

に対価を支払う意識が低い土地柄だけに、企業に対して

無償でデザイン提供させる内容に違和感を覚えた。 

3. 研究プロジェクトの詳細について 

3.1．ウェブサイト「三重かさねプロジェクト」 

「三重かさねプロジェクト」は［図３］、三重県の伝統 

工芸を海外にアピールするために総合的な役割を果たす、

情報アーカイブである。 

昨年に続き、ウェブサイトデザインの改善と改良をし

ながら、三重の伝統工芸情報を収集し、構築を続けてい

る。平成２７年１月現在、三重県の伝統工芸３８種目で

ある。そのうち、３０品目［図４］の取材を終え、音声

図 2 美研インターナショナル HP参照［注３］ 

図 3 ウェブサイト/三重かさねプロジェクト  

 英文トップページ http://mie-kasane.com/ 
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録音のテキスト化と、英訳を継続、随時サイトに反映し

てゆく。シンボルのロゴマークも完成し、ブランドのイ

メージを上げることができた。 

このアーカイブサイトは、平成２５年のサンタフェで

のインターナショナル・フォークアート・マーケット［注

５］のスタッフの方に筆者が行った聞き取り調査を参考

に、伝統工芸の海外アピールに重要である３つの要素を

設定した［図５］。「物語を伝える」「Reデザイン」［注６］

「コミュニケーション」を軸に内容を構築している。 

研究の実施方法としては、工芸師へのインタビュー取

材で収集した内容を、現在に生きる工芸師の物語として

伝え、現場で求められる内容を企画提案し、共同でもの

づくりをすることで Reデザインを実現している。伝統工

芸に関係する人々と直にコミュニケーションを取りなが

ら、独自に開拓している海外の画廊・大学との連携を強

化し、継続しながら海外とのコミュニケーションを円滑

で強固に繋げる。 

これらの活動を、方法論だけでなく実際に実践しなが

ら検証と改善を繰り返し、揺るぎない応えを導き出そう

とすることが、本研究の研究方法である。 

3.2．インタビュー調査 

三重県を北から南まで走り周り、伝統工芸に携わる

方々から生の話を聞いてくると、業界の抱えている問題

の難しさを、身にしみて理解出来る。 

インタビュー調査から得た統計データ［図６］と工芸 

師のエピソードを紹介する。 

この図を見ると、伝統工芸関係者の年齢は５０代から

７０代で全体の９４％をしめており、後継者が現在確保

できているところは５８％である。取材目標だった３８

件に対し、実際にインタビューを受けて頂けた３１件の

工芸と、取材不可のところが存在し、受けていただけな

かったところは、休業中や人手不足・高齢のため、又は

海外進出の準備がないという理由であり、全てを含める

と、この図より深刻な状況が浮かび上がるだろう。 

エピソードとして、本研究で取材をした数カ月後に、

他界してしまわれた工芸師の方がみえ、突然の訃報に筆

者も戸惑った。亡くなった後、後継者を一月余り探した

が見つからなかったようだ。遺族の意見も尊重したうえ

で、もはや後継者を得るのは難しいと判断し、伊勢の浅

沓（あさぐつ）［注７］という工芸品が廃業となり、三重

の伝統工芸品目から姿を消した。 

伊勢の浅沓工芸師はすでに 1人しかいなかった。以前

より、後継者育成を試みていたが、工芸品製造の全工程

を任せられる人材を育てるまでに至らなかった。この工

芸品に対し、後継者になりたいという人材も見つからな

かったようだ。平成６年に県の認定を受けてから平成２

６年までには、２０年近く継承のチャンスはあった訳だ

が、伊勢神宮に納品するだけの浅沓では、生計を建てる

仕事としての魅力に欠けていたからという意見もある。

確かに、生前の工芸師も、伊勢神宮の宮司といえども、

現在は外国製の商品や、プラスティック、ゴム製などの

代替え品を使用する方もあり、さまざまな競合があると

語っていた。 

図 6 インタビューを基に作成 

図 4 インタビュー協力を受けた工芸３０品目一覧 

 

図 5 「三重かさねプロジェクト」３つの要素 
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伊勢神宮の必需品として、神宮が直接保存できなかっ

たのか、という疑問が沸き起こった。その問に対し伊勢

産業支援センターの工芸関係者に尋ねたところ、伊勢神

宮にちなんだその他の工芸品とのかね合いや、工芸師自

身が他の神社の浅沓も手がけていたことなどから、神宮

として直接保存する判断が難しかったという経緯があっ

たという回答であった。 

名張市に「火縄」という工芸がある。この工芸品は、

京都の八坂神社で 1月 1日に行われる、をけら祭［図７］

に使用する縄を作っているが、８０代の高齢者が、唯一

残された一人の工芸師で、後継者はいない。しかし、全

国的にも作り手が少なく、他県の火縄銃の会からも製造

の要望が出ているそうである。需要はあるので、工芸師

や名張市も後継者をつくろうと、八坂神社の宮司に製法

を教授する機会を設けるなど試みても、継続は難しく廃

業のカウントダウンが始まっている。名張市も、認定登

録をしていない工芸師の状況を細かく把握することは困

難なようで、気付かないうちに工芸師が１人になってし

まったと、筆者の取材依頼を機に現状に気が付いた様子

であった。今すぐ出来ることとして、ビデオアーカイブ

を制作し、伝統工芸のデータ保存をしなければいけない

と、助成申請の手配を急いでいた。 

海外展開向けという切り口で見た時に、全ての工芸品

が当てはまるわけではない。しかし、重要な文化財の一

部を担っているような工芸品が途絶えてしまうのは、大

変残念でならない。これからも、後継者不足により途絶

えてしまう工芸は出てくるであろう。本研究内容が伝統

のアーカイブとして少しでも多くの物語を後世に残せる

ことは、筆者にとって救いである。 

3.3．Reデザインのプロデュース実績 

 ２年間の研究として、５つの工芸に関して新しいデザ

イン提案ができた。 

① 日永うちわとアーティストのコラボレーション 

② 那智の黒石でアート彫刻に挑戦 

③ 萬古焼の海外向け聖家族像 

④ 擬革紙の展示発表会出品 

⑤ カラーの墨を知っていますかコンペティションと

展示会の開催 

ここでは、修士過程の２年次に行った２つのプロデュ

ースについて説明する。まず、④「擬革紙の展示発表会

出品」は、柴崎幸次准教授の協力を得て、「和紙素材の研

究」を受講している本校の院生を中心に、革に似せた和

紙である擬革紙の加工体験ワークショップを開催した。 

その後三重県での擬革紙発表会［図８］に商品化のアイ

デアを提案し、抜粋したアイデアの作品を提供した。 

擬革紙は、平成２５年三重県の伝統工芸に新しく認定

されたものである。工芸としての歴史は古く、明治時代

には擬革紙を使った壁紙がヨーロッパに輸出され、１

９００年のパリ万博では金賞を受賞している。その後

一旦途絶えていたものを「参宮ブランド擬革紙の会」

に有志が集い、１０年間ほど復興に力を注いできた工芸

である。ワークショップに参加した院生にアンケート調

査したところ、全員が擬革紙は他の和紙に比べて可能性

と魅力があり、質感が好きな素材と回答している。会の

方々が名刺入れや鞄・帽子などを展示しているのに対し、

学生側からは、切手やアクセサリー、和装小物や三重の

名物伊勢海老［図９］をかたどったオブジェが提案され、

擬革紙の会や見学者からは学生の柔軟なアイデアが好評

であった。次回の展示会への参加要望も上がっている。 

次に、⑤「カラーの墨を知っていますかコンペティシ

ョンと展示会開催」については、まずコンペティション

参加者募集のチラシを制作した。このチラシの効果で新

たな二つの展開を生み出すことが出来た。一つは、書家

の渡部裕子氏から共感を得られ、紹介した時期に渡部氏

がパリのジャパン・エキスポ［図１０］にゲスト出演す

ることが決まっていたことから、三重かさねプロジェク

トの一環として、ジャパン・エキスポでのアピールをお

願いした。今回紹介する工芸は、渡部氏のイベントにマ

図 8 擬革紙発表会 平成年 26年 9月 5～7日 

三重県度会郡玉木町の玉城役場前 奥書院にて 

図 9 大学院生の擬革紙作品 

図 7 白朮（をけら）祭 八坂神社 HPより［注 8］

より 
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ッチするものとして、鈴鹿墨と伊賀組紐を選定した。カ

ラーの墨を使った作品を展示に追加し、組紐は衣裳と作

品の装飾として使用した。さらに、工芸品２点を紹介し

たフランス語のチラシを５００部配布して頂き、パリで

書家とのコラボレーションが実現した。 

二つ目の展開は、地元の三重大学にも紹介しようと訪

問したことで、学生の励みになる活動であると評価頂き、

教育学部の山田康彦教授のご協力により、三重大学の学

生１５名ほどに、研究内容を紹介する機会を得ることが

出来たことである。参加者は学部の２年生中心であった。

伝統工芸に対する関心度はどうなのだろうかと半信半疑

で出向いたが、思った以上に関心度が高く驚いた。将来

三重県で美術の教員になるであろう人材が伝統工芸に興

味を持っていることは、今後研究を継続する上でたいへ

ん心強いことである。 

カラー墨を使った作品のコンペティションの展示会

［図１１］は、愛知県立芸術大学の芸術祭で開催し、約

２５０名の方が作品に足を止めて展示を鑑賞した。その

半数以上は、展示場に設置したお試しコーナーで、実際

にカラーの墨を使う体験に参加した。来展者への聞き取

りでは、カラーの墨を知っている人は少なく、１０代か

ら２０代の若い層は、自然に墨の色に惹かれて体験をし

ている様子であった。大人の反応は「墨に色があるの？」

と色が付いている理由が気になる方が多かった。ほとん

どの方が墨を普段使う機会が少ないため、墨独特のにじ

みや、色の変化、香りに関心を示した。カラーの墨も認

知度が上がれば需要が増えるだろうという手応えはあっ

た。少数だが、カラー墨の愛用者も足をとめて、他社と

の色の違いを吟味した上で購入を希望される画家の方も

いた。販売目的でない見本品の墨も終了時間を待たずに

完売した。 

3.4. コミュニケーションの実績 

本研究でのコミュニケーション対象は、大きく分けて

国内と海外である。ここでの国内というのは三重県の工

芸に関わる人のことである。３０件の工芸師訪問や、共

同での企画実行・商品開発を通して国内とコミュニケー

ションをとってきた。今後も継続して関わりを持つこと

で、保存・継承や、開発の糸口を探っていきたい。海外

に対しては、小規模でも長く継続が出来ること、伝統工

芸の試験販売などに協力してくれる拠点を持つことを目

標にしている。一般に有名な見本市などへの出展を目指

すケースが多いが、費用や手続きの難易度が高く、一部

の工芸師しか試すことが出来ない。さらに、過去の参加

者に聞き取りしたところ、投資の割に成果が少なく、継

続が極めて困難だそうだ。街の小さなショップとの交流

の方が結果的に手応えを感じたという声もある。三重の

工芸も、マッチする海外拠点となるショップを根気よく

開拓していく必要がある。 

平成２５年の秋にリサーチに行ったサンタフェで、日

本の工芸を扱うギャラリーのオーナーから、参考になる

話を伺った。時間を掛けてコレクターを育てるというこ

とで、根気強く教育するそうである。オーナーは、もと

教育者であった。だから顧客に対してこのような対応方

法を好むだけなのか？いやそうは思わない。本研究で、

メディアデザインで伝統工芸を海外へアピールしようと

試みることと、ギャラリーのオーナーが、作品の良さを

顧客に理解してもらうために熱心に教えている行為は、

どこか似ている。送る側から、情報を発信して共感を望

むとき、その内容や伝え方が、子供への教育のように根

気と情熱が必要という点ではないだろうか。 

このギャラリーは、近々閉店しネットショップのみに

変更すると言っていた。何故なら、いままでに育てたコ

レクターが常連のリピーターに成長し、インターネット

上の写真と情報だけで十分にコミュニケーションが取れ

る関係を築けているからだそうだ。これは、コミュニケ

ーションのステップとして、参考になる事例である。日々

インターネットのシステムが進化している中、この初期

段階のステップをよりスムーズに時間短縮していくため

のデザイン探求は本研究の役割である。 

このように、海外に独自の拠点を作ると言っても容易

ではなく、時間のかかる方法であることは承知している。

しかし、一度見つかればお互いの利益にあった関係を永

図 10 パリ ジャパン・エキスポの様子 

平成 26年 7月  

図 11 カラーの墨を知っていますか展 

   平成 26年 10月 31日～2日 本校学芸祭にて 
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く継続できるであろう。そのことは、サンタフェのギャ

ラリーが実証してくれている。 

まとめ 

 この研究の実践を通して、伝統工芸の幅の広さと奥

の深さ、そして抱える問題の複雑さを痛感した。同時に 

３０人以上の取材を通して、伝統工芸がこれまで継続

できた理由というのは、工芸師一人一人の工夫と挑戦の

繰り返しがあったからだと分かった。個が工夫して重ね

てきた多様性が、１００年以上の継承を可能にした、一

つの要因であった。ここに、日本文化の特性が秘められ

ているように思う。 

イギリス人アナリストのデービッド・アトキンソンは、

「『やるべきことをやれば日本の組織は劇的に改善する』

「……」これはそのまま『日本』という国にも当てはま

ります。みなさんの国にはまだまだ改革の余地がある。

つまり、〝伸びしろ〟があるのです。」と彼の著書で述べ

ている[注９]。同様に伝統工芸の組織、施策、デザイン

にもまだまだ伸びしろがあると考える。 

三重県の伝統工芸の海外進出を活性化するには、アピ

ールするだけでなく、観光資源を含めた、総合的な提案

が必要であろう。そして、に海外に対応できる人材が常

駐する組織が必要だ。県内の工芸品を全て統合して代行

販売なり仲介業務なりを行える組織があれば、スピード

アップして海外への活路が開けるだろう。 

世界で活躍する工業デザイナーの奥山清行氏は、本研

究より１０年前の２００３年に「山形カロッツェリア研

究会」を立ち上げ、「山形工房」のブランドで日本のもの

づくりを国内外に発信し続けている。奥山氏は、「社会が

国際化すればするほど、伝統文化の素養が必要になって

くるのだ」と著書の中で述べている[注１０]。 

本研究は、日本人の伝統文化の素養を発揮する方法と

して、海外の視点を導入し、外からの刺激によって日本

人が本来備えているセンスを、自信をもって発揮できる

ようにしようとするものである。海外の要望に沿ったも

のづくりを目指しているだけではなく、日本が海外を魅

了しているものは何かを知って、日本人の内側から磨き

を掛ける。その上で、日本人が創りだしたものは、自然

と海外に通用するものづくりに繋がると考える。 

今後はデータに基づく分析を加え、海外を魅了してき

た日本の魅力をさらに明らかにし、アピールする内容を

充実させること、そして後継者育成対策として子供向け

の表現で、国内外への情報発信していく提案も実現して

ゆきたい。修士で出来なかった、映像によるアピールと

空間表現の探求も、継続してゆく予定である。 
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について」、pdf形式、2014年 10月、3〜4p 

2）経済産業省、「JAPANブランドプロデュース支援事業」、 

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mon
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3) 美研インターナショナル 詳細参照
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4）三重県、「みえ国際展開に関する基本方針」 

2013年 9月 

5）平成 27年１月現在、改名しインター・ナショナルア

ライアンス、詳細参照 http://www.folkartalliance.org/  

6）本研究においての「Reデザイン」とは、現代の生活

スタイルや、ニーズに沿った方向、あるいは、工芸師の

強い信念に基づくブランディングなど、今まで継承して

きた良さを踏まえ、再度デザインを見なおして構築して

いくこと。 

7）伊勢の浅沓（あさぐつ）は、伊勢神宮の宮司が、祭事

の時に履く、外側を漆塗り、内側に絹布を貼った履物で

ある。 

8）http://www.yasaka-jinja.or.jp/event/okera.html

白朮（をけら）祭では、古式にのっとって火きり臼と火

きり杵できりだされた御神火を、火縄にうつし詣でた後、

家に持ち帰って神棚の灯明に灯たり、雑煮を炊く火種に

用いる。 

9）デービッド・アトキンソン、『イギリス人アナリスト 

日本の国宝を守る』、講談社、2014年 18～19p 

10）奥山清行、『伝統の逆襲』、祥伝社、2007年 194p 
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